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概要   

J－STAGEは、電子ジャーナルの投稿、審査、組版、発信を一貫してサポートするシステムである。J－STAGE  

センターは、学会がインターネットを通じて365日24時間アクセス可能な共同利周センターで、ここに格  

納される閲覧用の電子ジャーナルデータはSGMLで作成される。投稿者のためにはLaTeXとMSWord  

のテンプレートを用意し、組版までをサポートする。投稿者、編集部、編集委員、査読者はWeb上で投  

稿論文の参照、審査結果の入力、審査経過の閲覧が可能である。また、外部のデータベースや電子ジャー  

ナルに、引用文献としてリンクを作成する。作成された電子ジャーナルはインターネットから検索t閲覧  

できる。電子討論、 マルチメディア付録や学会の大会抄録集の作成もサポートする。   
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1．はじめに   

電子ジャーナルは現在科学才支術情報の中心を為すものとして注目を浴びている。すでに欧米を中心に2500  

誌以上が電子化され、インターネット上で提供されている＊1）。このような電子ジャーナル・サイトで  

は、書誌事項や抄録あるいは全文の検索機能の提供、目次や新着論文の電子メールによるアラート・サー  

ビス、引用文献のリンク、二次データベースとのリンクなど、電子ジャーナルで初めて可能となったさまざ  

まな付加価値を付けて情報提供している。これらの中心となっているのは主要な科学技術出版社、EIsevier  

Science，SpringerVerlag，AcadernicPressなどや、主要な学会、米国化学会（ACS）＊2）、英国王立化学会  

（RSC）＊3）、米国物理学協会（AIP）＊4）、英国電気技術者協会＊5）、米国電気・電子技術者協会（IEEE）  

＊6）などがある。  

このような欧米の出版社や学会に比べ、わが国の学会の多くは比較的規模が小さく、独自に電子ジャーナ  

ルを作成するための資力・ノウハウが欠けている。実際電子ジャーナルを発行しているのは日本化学会＊  

7）、日本生化学会＊8），日本分析化学会＊9），日本物理学会＊10）、応用物理学会＊11），日本薬学会  

＊12，13）などわずかである。文部省の学術情報センター（NACSIS）が過去分の雉誌についてスキャン・イ  

メージで電子化をおこない、電子図書館として公開しているが、新規分についてはまだ提供されていない。  

このような状態ではわが国の学会誌は電子化時代に大きく取り残され、経営の危機をさえ迎えかねない。  

JSTはこの事態を打開するため「科学技術情報発信・流通総合システム」と称し、電子ジャーナル作成と  

インターネットでの流通のための共同利用センターを開発することを決定した。J－STAGE（JapanScience  

andTechnologyInformationAggregator，Electronic）と後に名づけられたこのシステム＊14）は図1に  

示したように科学技術論文の投稿から出版、インターネットでの提供までをカバーする真に総合的なシス  

テムである。現在複数の学会を支接する電子ジャーナル・システムは米国のHighWirePress＊15）に例  

を見るだけである＊34）。しかしHighWirePressは電子ジャーナルの流通のみを担当し、雑誌の編集・  

制作は取り扱っていない。したがって、J－STAGEは世界初の総合的電子ジャーナルシステムということ  

ができる。なおNACSISでは学会がインハウスで利用する「オンラインジャーナル」システムを開発して  

いる＊16）。J－STAGEはNACSISのシステムとは引用文献リンクの提供などを通じて提携する。  

2．J－STAGEの目的と概要   

J－STAGEは図1に示したように、科学技術論文の投稿者支援機能、電子投稿機能、査読者・審査員支  

援機能、工程管理機能、編集・組版支援機能、引用文献リンク作成機能、電子ジャーナルの検索・閲覧機  

能、アラート（SDI）機能、電子会議機能などを備えた総合的な電子ジャーナル作成・流通システムである。  

J－STAGEは共同利用センターとして運用され、24時間／365日公開される。各学会からはあたかも自分  

専用の電子ジャーナル編集システム、電子ジャーナルのホームページがあるように見える。J－STAGEは  

uNIXサーバを中心に、その他で構成されている。またJ－STAGEは国内6社のインターネットプロバ  

イダがおのおの100MB／sで接続している交換スイッチングポイント＊17）へ直接接続されており、大量  

のトラフィックにも耐えられるようにしている。  

3．概念設計  

学術雑誌編集工程の分析、海外電子ジャーナルの現状調査などの結果に基づき、表1のような要求仕様  

をまとめた。  
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図1J－STAGEのシステム概要図  

4．投稿から組版への流れの技術的検討   

現在本格的な電子ジャーナル・センターはいずれもSGMLを基本データとしている。最近、SGMIJに代  

わってXMLを使用しようという動きもあるが、現時点ではまだ流動的で、わが国においてはツールも充  

実していない（米国におけるツールについては＊22））。そこでわれわれとしてはSGMLを選択し、そのま  

わりにシステムを構築していくこととした。JSTではすでに雑誌「情報管理」のためのInterlearを使った  

編集システム＊23，24）と、「医療情報学連合大会予稿集」のためのFrameMaker＋SGML＊25）を使った  

編集システムをそれぞれ開発しており、SGMI，の利用については経験がある。J－STAGEで使用したl〕Tr）  

はJSTが開発したJICST－DTD＊23）を基礎とした。  

論文デー タの入力方法としては紙や単純なテキスト・ファイ）t／のほか、MicrosoftWol・dなどのワープU・  

ソフトのファイルがある。また物理学や電気などの分野では数式を記述するため伝統的にTeX、LaTもⅩが  

使われている。また電子ジャーナルの流通（検索・閲覧）上の表現方式としてはPDFとHTMLが中心と  

なっているので、これらをサポートする必要がある。  

SGMLは構造化された情報である。標題、著者名、引周文献などのデータはすべてタグ付けされている。  

投稿原稿がTeXで作成された場合は、ある程度のデータのタグ付けがすでになされており、SGMLへの  

変換も容易である。しかしMS Wordその他で作成された原稿では、文字のフォントなど表現上のスタイ  

ルは定義されていても、論文の標題、著者名といったデータ項目のタグはまったくない。現実には多くの  
電子ジャー ナルでは、このタグ付けは編集部・印刷会社が人手でおこなっている。しかし投稿者に構造化  

されたデータを投稿してもらえばこの作業は大幅に軽減される。このためわれわれは執筆用のテンプレー  

トを準備することとなった。このテンプレートはMS Word用とLaTeX用を開発した。これについては  
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サブシステム／ツーール  

口  投稿支援ツール   研究者の論文執筆と投稿を支援するツーールを緑供する，．．   

2  投稿管理システム   投稿論文を電子的に受け付けて形式をチェックする．、  

受付→査読・審査→編集・制作→流通の一連の流れを管理  

するl＿，   
3  査読・審査情報管理システ  

ム   

4  編集・制作システム   論文の電子ジャーーナル化・出版⊥程を支援・管理するシス  

テム．、   

5  引用関係編集システム  引用文献間のリンク関係を整備するシステム．．   
6  マルチメディアデーータ付  

録システム   

7  流通システム   利用者のサポート（mQ、オンライマニュア′レ等）、新着  

情報の案内等を支援するシステム√．   

8  検索・閲覧システム   論文の模索と閲覧を提供するシステム．．，   

9  電子討論システム   電子的な討論する場を提供するシステム．、   

10  運用管理システム   本システムの運用を支援・管理するシステム。＿   

田  利用者総合管理システム  共同利用センターーとしてのユーーザーーのグルーープ管理、アク  

セス権管理、個々の利用者のプロフィーールを管理するシス  

テム．、   

12  システム基盤   本システムで汎用的に利用する機能∩   

衣1J－STAGE要求仕様  

執筆   内容確甜・査読   組版   公開・流通   

口  MSW血dテンプレ  1JrameMaker＋SGML  PUIJ   

ーート   

2  LalもX   PDIJ   Lal七X用組版システ  

ム   

3  紙、プレーーン・テキ  上記のいずれかに流し  PD土√  

スト  込む   

衷2 サボーー卜する投稿原稿の種類  

次章で詳述する。  

JSTでは「医療情報学連合大会予稿集」のためのFl・ameMaker＋SGMLを使った編集システムと、雑誌「情  

報管理」のためのInterleafを使った編集システムをそれぞれ開発している。前者は比較的定型の論文誌に向  

いており，後者は同一誌内でさまざまなスタイルが混在する学会誌に向いているといえる。J－STAGEとして  

は両者とも活用できるインターフェースを考慮しながらも，需要の大きい論文誌向けにFrameMaker＋SGML  

を中心に開発することとした。  

執筆のためのテンプレートは特定の雑誌紙面を想定して設計される。これを用いて作成された原稿は組版  

システムに流し込んだとき、自動的にその雑誌紙面のとおりのスタイルに変換される。これによって組版  

工程が合理化される。一方そのためには各雑誌毎にテンプレートを設計する必要があり、これが学会毎の  

カスタマイズの重要な要件となる。なおQuarkXpressなど、その他のDTPシステムを使用して版下を作  

成した場合もPDFデータと検索用の書誌事項・抄録などが提供されれば、公開・流通機能のみの使用も  

可能である ＊34）。  
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5．投稿用ツール   

前述のように、J－STAGEではLaTeX用とMSWord用にテンプレートを開発した。LarreXテンプレー  

トはJapaneseJournalofAppliedPhysicsで使用されているもの＊11）を基礎としたo MSWord用のテ  

ンプレートはJSTが「医療情報学連合大会予稿集」のためJSTが開発したものを基礎とした。図2にそ  

のテンプレートを示した。執筆者はこのテンプレートの，「標題」、「著者名」などと書かれたところにデー  

タを上書きすれば、自動的にタグ付けがなされるようになっている。このテンプレートでは最終的な印刷  

イメージに近いスタイルを定義してあるので、著者がある程度仕上がりを確認できるというメリットもあ  

る。写真や図表も仮の低解像度のものを貼り込んでおいてもらってもよい。実際に版下を作成する場合は  

高解像度のEPSデータなどが必要であるが、投稿者がそれを準備出来ない場合は印刷会社で適宜作成・貼  
り込みをおこなう必要がある。  

ト ‥20‥・l ‥ヰ0・・1 ‥80‥・ト  ●80‥l ‥80‥l ‥ヰ0‥・l‥・20‥ l  

標讃（英語）を上書ぎしてください－！  

（業者（英語）を上書きしてくたさい．最大15名．上付き数字は、ワープロの機脂を使って作成してく  
たきい．この説明文は消去してくださしl．）名姓l紺H＝性朋町名姓l関り名ま縫け朕名娘l僻し  
酬や上■さLナナど甘ト㌧力 た呼止伊幹軌 グープ棚鏑だっで腑Lでrぜ甘ト」上伸Lててjビ  
鯵ト」ノ房酬 軋息■さLでで離卜し りJ   
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‥
 
 

◆■   

ここかち東女せ事宣始めてくたさい．J   

一見膵（東女のスタイル毎です＿）J   

■ 見出しl．2．3．モれ守れ、大見出し、中見出し  

小見出しに相応していぎす．【見出し4－9は綬  

用しぎせん〉J  

・領魚誓喪心j  

・参棚←－   

なとめ書式：（スタイル〉 仕、ツールJl一にあろスタイ  

ルメニューかちプルダウンして；粉訂してくたさい＿J  

ツールバーにスタイルメニュー折熟読されていむい  

齢にーま、諷の事情で於定してくたさい．ナ～  
l   

りメニューバーの【ツー山一刀かち、【ユーザー設定（C刀  

せ通び豪す．ケ●   

封【ユーザー股利画材が熟爵され翳す．【ツールーパ  
ー】d陳定釘厨に切り替えてくたさい．・一   

3）ツールバー脚リストの加机臥【書式設定】せ手＝ツ  
ウしてオン（表示う にしてくたさい＿・■  

スタイルぬ割り当ては、サンプル（5札♪d卯w血〔）せ  
こ夢瞬くたさい＿ なお、スタイ山右のうち、l士翳毒草j r標  
準インデントJ†段落つ専ントJ r国表蕃すJ一日付J  
rヘリターJ一っツターJ仕揆用し翳せん．（こd駄明  
文は開塾してくたさい〉 ナJ  

図2  テンプレート例  

電子投稿は基本的にWeb画面からおこなわれる。これを間違いなくおこなうために、図表まで含めた投  

稿ファイルをパッケージ化するツールも準備した。これには投稿票データのチェックも含まれ、データが  

正しいかとうかを確認してから投稿させるようになっている。投稿されたデータからはその場でPDFと  

SGMLを作成し、投稿者が内容を再確認できるようにしている。この機能は現在LaTeXについて可能と  

なっている。このPDFは査読や審査の際に原稿として使用される。MSWordの場合はrtfファイルを投  

稿するが、審査用にはHTMI．を同時に投稿してもらう。  

なお、これらの開発はまずWindows環境についておこなわれたが、Macintoshユーザ剛ニMSWordツー  

ルの開発もすすめている。  
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6．仮想編集室   

J－STAGEは共同利用センターとして表1（3．概念設計参照）にあるさまざまな利用者にサービスを提供す  

る。この提供方式としては電子メール、FTP、TELNETなどさまざま考えられるが、簡便さとシステムの  

セキュリティから、われわれはⅥ在bインタフェースを中心として設計することとした。f、TPやTELNET  

はシステムのセキュリティに問題を残すほか、利用者も必ずしも利用できる環境にない。ブラウザを用い  

たWebインタフェースであれば、企業内利用者や個人も含めて最大多数が利用可能である。データのダ  

ウンロード，アップロードも基本的にWebインタフェースからおこなうこととした。  

Webインタフェース上で仮想編集室が構築され、表3のような作業がおこなわれる。  

投稿者   編二集者・査読者  縮・集郎   印刷会社   

ダウンロード  テンプレーート   査読用原稿  受付原稿確誰  最終原稿、日次   

PDF  
アップローード  原稿  PU上1SGML   

工程指示・通知☆  査読依頼   審査依頼、各種  

督促、印刷依頼  

回答・報告  査読，審査報告  原稿受付  
工程確認   原稿の審査状況  

確認   確諷   

データ管理  編集者・査読者  

データ  

マスターー参照  分類表   分類表   分類表  

編集作業  日次作成  

衷3 仮想編集室における作業一覧  
太システムからの自動電子メし－ルでおこなわれる。  

これらの工程の一例として示したのが図3である。このように全面的にWebを使って編集作業をおこなっ  

ている例は世界的に見てもJ－STAGEが初めてである。これにより編集工程の合理化をはかり、郵送事務  

などをなくすことにより編集部事務局の負担を軽減し、論文の出版を迅速化することができる。  

実際に各学会でおこなわれる編集工程はそれぞれ異なっている。こうした工程の差異は各工程をモジュー  

ル化し、工程表に基づき組み合わせて利用することで対応する。実際に運用する際は、編集者・査読者の  

データベースや論文分野を特定する分類表なども搭載し、メニューもカスタマイズする必要がある。もち  

ろん各学会ごとに用語も異なるので、J－STAGEの標準用語と各学会の用語との対応表も必要となる。ま  

た、学会によっては大量のデータを一括入力する場合もある。また編集履歴に関するデータはダウンロー  

ドして統計処理する必要もあり、これらの場合に対応するローカル・システムとのcsvインタフェースも  

開発を行っている。  

7．引用文献のリンク   

引用文献のリンクは電子ジャーナルの世界では広くおこわれるようになっている。電子ジャーナル・セン  

ター内部でのリンクは自分のデータであるから比較的容易であるが、外部とのリンクは必ずしも容易では  

ない。現在次の方式がある。  

われわれとしては基本的には可能なすべての方式に対応する考えである。まずJOIS、PubMed、SPINに  

ついては検索方式、APSについてはLinkManager方式、STNに村してはメタ・データ方式を行う予定  

である。SICIについては日本語での実現方式が開発されていないので、見送っている。JOISおよびSTN  
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図3  仮想編集室の工程例  

名称   内容   採用例   文献   

ロ  文献番号方式   書誌事項などによる検索窓口を提供し、得  ＊2G）   

られた文献番号をリンク・キーとして使わ  

せる   

2  メタ・データ方式  書誌事項、PII、DOIなどのメタデ｝タに  STN   ＊27）  

よるリンク・キーをサポートする   ChemPort   

3  LinkManager  メタデータ方式の1種であるが、独自の形  ＊28）   

式を要求する。   

4  SICI方式   書誌事項からSICIを作成して、これを－ヂ  ＊29）   

ッチ・キーとする。   

表4 引用文献のリンク方式  

とのリンクにおいてはJOISの文献抄録だけでなく、文献複写へもリンクしている。いずれの場合もリン  

クに用いる引用文献データの正規化が必要である。これには雑誌名、巻、号、ページャ著者名データが含  

まれる。これらの記述方法は雑誌毎にことなっているので、それぞれ異なったバージング・プログラムを  

作成する必要がある。  

逆引用リンクについては当面はJ－STAGE内の文献に限られるが、将来は外部の電子ジャーナルとの連携  

も進めたい。また外部からJ－STAGEへのリンクについてはLinkManager方式のほか、PIIを全論文に  

付与することによって対応する考えである。またメタ・データによるアクセスにも対応したい。  

8．検索・閲覧   

検索・閲覧については基本的に雑誌単位の検索となっている。これはJ－STAGEが学協会の支援システム  

であり、学協会の独自性を尊重することを前提としているからである。したがって雑誌によっては本文が  

無料で閲覧できたり、また購読者に限られたりする。ただし最低書誌事項、可能なら抄録は無料公開して  
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いただくこととしている。J－STAGEには課金機能はないので、購読者情報の管理と購読料徴収は各学会  

でおこなっていただき、J－STAGI王には購読者IDとアクセスに必要な情報だけをアップロードしてもら  

う。アクセス認証はパスワード方式のほかに同番館などのための1Pアドレス認証もサポートする。  

検索機能は和磁英とも通常の電子ジャーナル・レベルのものを用意している。囲4に検索ページに見本を  

示した。検索用の書誌事項や抄録データほ基本的に投稿票に音かれたものを対象としている。全文検索に  

ついてはSGMlノデータから索引を作成している。また過去データについては各学会でイメージ・スキャン  

により】）Ⅰ）F化している場合もあるので、これらについても搭戟していく考えである。この場合はイメー  

ジなので全文検索はできない。米国ではOC‡i．によって光学スキャンデータから全文ファイルを作成して  

いる場合も多い＊30）が、これは各学会の努力を待つことになる。  

図4  検索画面例  

9．その他の機能   

J－STAGEでは、今まで紹介した機能の他に、電子討論、マルチメディア付録、学会の大会抄録集作成機能  

など、多様な機能を用意している。  

10．ぁわりに   

1999年10月現在、応用物理学会・日本物理学会共同発行のJpIl．J．Appl．Pbys．、日本物理学会のJ．  

PllyS．Soc．JpIl．の過去データが搭載され、編集作業も．トSTAGEに段階的に移行される。また資源・素材  
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学会が最終原稿の電子投稿からの利用も決定され、平成11年度末までには約25学協会がJ－STAGEを利  

用する予定となっている。今後、毎年70－100学協会の雑誌を追加していき、世界的なレベルの電子ジャー  

ナル・センターとして育てていきたいと考えている。なお本稿に使用した画面イメージはデモ用の仮想的  

な学会のものを使用した。実際の雑誌の画面とは異なることがあることをお断りしておく。  
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